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第２章
皿池湿原の現状と課題



10

0 250 500125 m

１．皿池湿原の概況

（１）湿原群の位置

皿池湿原は、 三田市西部の下相野に位置する 8 つの湿原からなる湿原群です。 皿池湿原周辺に

はかつて里山林として利用されていた里山放置林が広がり、 アカマツやコナラ、 ソヨゴなどが生え

る林が優占しています。

皿池湿原へは車を駐車して徒歩 5 分程度でたどり着くことが可能であり、 県下の湿原のなかでは

比較的アプローチしやすい湿原です。

湿原の西側には里山放置林を挟んで下相野の集落が、 南側には同じく里山放置林を挟んで第一 ・

第二テクノパークがあり、 皿池湿原は、 市民、 特に地域の方々や企業のみなさんが気軽に足を運

べる距離に位置しています。 テクノパークの一角には、 南北に走る舞鶴若狭自動車道の 「三田西イ

ンターチェンジ」 があり、 神戸市内から約 44km （約 45 分）、 大阪市内から約 53km （約 50 分） と、

遠方から皿池湿原へのアクセスも容易です。 また、 市内には自然環境に対する専門的な知見を有す

る兵庫県立人と自然の博物館があります。

皿池湿原の魅力的な自然環境に加えてこのアクセシビリィの良さは、 市民、 企業、 専門家などの

多様な主体に参画を求めるにあたっての大きなアドバンテージになると考えられます。
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I
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図．皿池湿原及びその周辺の現存植生
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（２）地質となりたち

皿池湿原では、 角の取れた円い礫が地表面に転がっている様子をみることができます。 皿池湿原

の地層は、 高位段丘礫層という新しい時代 （第四期） にできた川の堆積物からなるもので、 未固結

の砂礫や粘土が交互に層をなしています。 円い礫は、 かつて川の流れによって運ばれ、 ぶつかり合

うことなどでできたもので、 地質が段丘礫層であることのひとつの特徴です。

雨が降ると地中にしみ込んだ水は、 砂礫層を通過して粘土層の上面を流れ、 粘土層がとぎれる斜

面でにじみ出ます。にじみ出た先が粘土層を有するほとんど平坦地といってもよい緩傾斜地であると、

水が停滞して湿った立地が形成されます。 未固結の砂礫や粘土を持つ段丘礫層は湿原ができやす

い地質であり、 皿池湿原のなりたちも段丘礫層と非常に関係が深く、 地質に由来するものと考えら

れています。
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２．皿池湿原の魅力

（１）皿池湿原の植物群落

皿池湿原の植物群落 （湿原植生） は、「兵庫県版レッドデータブック 2010 （植物・植物群落）」 （兵

庫県， 2010） において 「規模的、 質的にすぐれており貴重性の程度が最も高く、 全国的価値に相当

するもの」 として、 Ａランクに指定されています。

皿池湿原に成立する湿原植生は、 イヌノハナヒゲ群集、 ヌマガヤ群落、 イヌツゲ群落の 3 群落に

大きくわけることができます。

イヌノハナヒゲ群集は、 湿原中央部の表土がみえる湿潤な立地に分布しています。 草丈の低い植

物からなる群落で、 サギソウ、 トキソウ、 ムラサキミミカキグサ、 ミミカキグサ、 ミカヅキグサ、

モウセンゴケなどの湿原を代表する種をみることができます。

ヌマガヤ群落は、 土砂の堆積した過湿な立地に分布する草丈の高い群落です。 イヌノハナヒゲ群

集の周辺部や湿原内部にパッチ状に成立し、 カキランやミズギボウシ、 サワヒヨドリなどの草丈が

高く、 美しい花を咲かせる植物がみられるのもこの群落です。

イヌツゲ群落は、 ヌマガヤ群落のさらに外側、 湿原の周縁部に分布しています。 イヌツゲのほか、

アカマツやソヨゴなどの木本類が目立ちますが、 湿原に特有なオオミズゴケも生育しています。

イヌノハナヒゲ群集イヌノハナヒゲ群集

ヌマガヤ群落ヌマガヤ群落 ヌマガヤ群落

イヌツゲ群落 イヌツゲ群落

イヌノハナヒゲ群集

ヌマガヤ群落

イヌツゲ群落
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Column: 湿原植生 3 群落の比較

■イヌノハナヒゲ群集

湿原特有の種の多様性が高い群落

相　観 低茎草本群落

優占種 イヌノハナヒゲ類

表面水 あり

分布場所 湿原周縁部から中央部

■ヌマガヤ群落

種の多様性は高くないが、 構成種のほどん

どが湿原特有の種である群落

相　観 高茎草本群落

優占種 ヌマガヤ

表面水 なし

分布場所 主に湿原周縁部

■イヌツゲ群落
木本類が目立つが、 オオミズゴケなどの

湿原特有の種が生育する群落

相　観 高茎草本群落～木本群落

優占種 イヌツゲなどの木本類

表面水 なし

分布場所 湿原周縁部

オオミズゴケ イヌツゲ

サワシロギク

サギソウ

トキソウ

ミミカキグサ類

モウセンゴケ

ミズギボウシ
カキラン

イヌノハナヒゲ群集は次第にヌマガヤ群落へと遷移しますが、 かく乱を受けるとイヌノハナヒゲ群集

に戻ります。 また、 ヌマガヤ群落は、 かく乱がなければイヌツゲ群落へと遷移します。 種多様性の

高い湿原を維持するには一定の管理が必要です。
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（２）皿池湿原の生物相
１）湿原生植物

既往の文献、 資料に基づく、 皿池湿原で確認されている湿原に特有な植物 （湿原生植物） は 47

種類を数えます。 兵庫県下の湿原について、 湿原生植物の種数を調べたデータ （福井， 2011 年）

による平均的な種数は 22 種であり、 皿池湿原の湿原生植物の種多様性は非常に高いことがわかり

ます。 また、 種多様性が高いことで知られる丸山湿原 （宝塚市） の湿原群全体で確認されている湿

原生植物も 47 種類です。 皿池湿原の種多様性は県下有数、 トップクラスといえます。

しかし、 皿池湿原で確認されているおおよそ 3 割の植物が 「兵庫県版レッドデータブック 2010

（植物・植物群落）」 （兵庫県， 2010） に掲載される絶滅危惧種です。 湿原が開発により消失したり、

残存する湿原でも里山放置林の発達により湿原生植物の消失が起こっていることは既に述べました

が、 こうした湿原生植物を守り、 次世代に引きついでいくためにも、 湿原を湿原として維持する適切

な植生管理が必要になってきます。

表．皿池湿原で確認されている湿原生植物

区 分 科  名 種  名 県 RDB
ランク

シダ植物 ゼンマイ科 ヤマドリゼンマイ C
種子植物 ヒメシダ科 ヒメシダ

キンポウゲ科 カザグルマ B
オトギリソウ科 コケオトギリ
モウセンゴケ科 イシモチソウ C

モウセンゴケ
スミレ科 ヒメアギスミレ
アリノトウグサ科 アリノトウグサ
リンドウ科 ホソバリンドウ
シソ科 ヒメシロネ
タヌキモ科 ミミカキグサ

ホザキノミミカキグサ
ムラサキミミカキグサ C

キキョウ科 サワギキョウ
キク科 サワシロギク

マアザミ
サワヒヨドリ
スイラン

オモダカ科 アギナシ C
ユリ科 ヤマラッキョウ

ミズギボウシ
アヤメ科 ノハナショウブ C
イグサ科 アオコウガイゼキショウ
ホシクサ科 シロイヌノヒゲ

区 分 科  名 種  名 県 RDB
ランク

イネ科 カリマタガヤ
チゴザサ
ヌマガヤ

カヤツリグサ科 オニスゲ
ヤチカワズスゲ
コアゼガヤツリ
シカクイ
ヤマイ
ミカヅキグサ C
イヌノハナヒゲ
イトイヌノハナヒゲ
コイヌノハナヒゲ
コマツカサススキ
ホタルイ
アブラガヤ
コシンジュガヤ
ケシンジュガヤ C
マネキシンジュガヤ C

ラン科 カキラン C
サギソウ B
コバノトンボソウ C
トキソウ C

コケ植物 ミズゴケ科 オオミズゴケ C

47種

貴 重 性   「兵庫県版レッドデータブック 2010 （植物 ・ 植物群落）」 （兵庫県 ,2010 年） による貴重性のカテゴリー

A ： 県内において絶滅の危機に瀕している種， B ： 県内において絶滅の危機が増大している種， C ： 県内において存続基盤が脆弱な種

参考図書   ① 「希少野生生物生息地自然環境調査業務」 （財団法人兵庫県環境科学技術センター ,1996 年）

② 「（仮称） 阪神間都市計画事業 北摂三田第二テクノパーク地区土地区画整理事業 環境影響評価報告書」 （住宅 ・ 都市整備公

団 ,1995 年）

③ 「北摂三田第二テクノパーク地区土地区画整理事業 保全対策実施業務 報告書」 （大和ハウス工業株式会社 ,2010 年）

※カザグルマは集水域以外での確認。
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２）昆虫類

兵庫県下の湿原代表昆虫は、 ハッチョウトンボ、 ヒメタイコウチ、 ヒメヒカゲの 3 種です。 「兵庫

県版レッドデータブック 2012 （昆虫類）」 （兵庫県， 2012） による貴重性のランクは、 ハッチョウト

ンボがＢランク、 ヒメタイコウチ、 ヒメヒカゲがＡランクとなっています。

皿池湿原には、 これまでに 3 種すべての存在が確認されていますが、 近年、 ヒメヒカゲの姿をみ

たという確実な情報がありません。 3 種の昆虫が揃う湿原は自然性が高いと考えられ、 湿原として

の価値も高く評価されますので、 ヒメヒカゲの存在をしっかりと把握していくことも今後の課題の一

つです。

ハッチョウトンボ▶

体長 2 ㎝ほどの日本で一番小さなトンボ。 ヒメタイコウチ▶

飛ぶことも泳ぐこともできない水生昆虫。

ヒメヒカゲ▶

加西市網引湿原に生息するヒメヒカゲ。

阪神地域では絶滅したとも考えられて

いる。

「生物多様性国家戦略 2012-2020」 （環境省， 2012） においては、 生物多様性の 4 つの危

機が示されています。 丘陵地や低山地に分布する湿原は、 開発により消失しやすく、 残存する

湿原でも植生遷移に起因した面積の縮小や湿原生植物の消失が起こっていますが、 このような

現象は 4 つの危機のうち、 第 1 の危機、 第 2 の危機に相当します。

■第 1 の危機（開発など人間活動による危機）

干潟の埋め立て、 森林の改変等、 開発による生物の生息環境の破壊 ・ 悪化が生じています。

また、 鑑賞 ・ 商業利用を目的とした乱獲等により絶滅危惧種が増加しています。

■第 2 の危機（自然に対する働きかけの縮小による危機）

里山林 ・ 採草地利用など、 人間の自然に対する働きかけが縮小し、 生物多様性が低下してい

ます。 また、 里山の放置により野生鳥獣の出没機会が増え、 人間との軋轢が増しています。

■第 3 の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）

外来生物による生態系のかく乱が生じています。 また、 農薬や化学肥料の不適切な使用によ

る生物多様性への影響が懸念されています。

■第 4 の危機（地球環境の変化による危機）

地球温暖化、 台風の増加、 降水量の増加、 海域酸性化など、 人間活動に起因すると考えられ

る地球環境の変化による生物多様性への影響が懸念されています。

Column: 生物多様性の 4 つの危機



17

（３）皿池湿原を取り巻く豊かな生態系

皿池湿原の周辺には、 アカマツやコナラ、 ソヨゴなどが生える里山放置林 （二次林） のほか、 サ

クラバハンノキの湿生林、 ため池、 ため池堰堤の管理草地など、 湿原生態系以外にも多様な生態

系をみることができます。 生態系が多様であることは、 個々の生態系に結びつきの強い種、 異なる

生態系を横断的に利用する種など、様々な生きものを育むポテンシャル （潜在力） が高いといえます。

実際、 湿原周辺の生態系には湿原ではみられない魅力的な生きものが生活しており、 皿池湿原の

価値を高めています。

皿池湿原と湿原を取り巻く豊かな生態系は、 「兵庫県版レッドデータブック 2011 （生態系）」 （兵

庫県，2011） によりＡランクに、「未来に伝えたい三田の自然 生態系レッドデータブック」 （三田市，

2003） により湿原がＡランク、 湿生林がＢランク、 ため池がＢランク、 そしてこれら個々の生態系

の集まりがＡランクに指定されています。

１）里山放置林（二次林）

皿池湿原の周辺、 集水域にはかつて薪炭林として利用されていた里山放置林が分布しています。

定期的に伐採されることがなくなったため、 木々は大きくなり、 密度も高くなっています。 里山放置

林のやや湿った林床にはヤマドリゼンマイというシダ植物が約 40 株生えています。 比較的標高の高

い湿原でみられることが多く、 氷河期の遺存植物といわれています。 しかし、 このヤマドリゼンマイ

が生える場所に湿原の面影はありません。 ヤマドリゼンマイが生えていた湿原が里山放置林の発達

により消失してしまい、 辛うじてヤマドリゼンマイだけが残っている状況なのかもしれません。

里山放置林の発達は湿原にとって好ましいことではありませんが、 じつは里山放置林にとっても林

内の種多様性を低下させる要因となっています。 かつて利用されていた頃に比べると林内は鬱蒼と

し、 日当たりが悪くなっていることが原因です。 里山放置林の管理を行うことは、 湿原だけでなく、

里山放置林の種多様性を守ることにもつながります。

ヤマドリゼンマイ
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２）湿生林

湿原に隣接する過湿地には、 サクラバハンノキの優占する湿生林

が分布しています。 モリアオガエルの生息場 ・ 産卵場になっているほ

か、 ゼフィルスであるミドリシジミが生息しています。

なお、 皿池湿原を取り巻く豊かな生態系を維持するためには、 湿生

林の保全は不可欠ですが、 湿原はサクラバハンノキの生育地としても

適しており、 同種が容易に侵入 ・ 定着しやすいという側面があります。

湿原内にサクラバハンノキが侵入し湿生林が拡大することは、 湿原面

積の縮小、 ひいては湿原生植物の消失につながるため避けなければ

なりません。 湿生林についてはその保全とともに拡大を防止すること

が重要です。

※ゼフィルス ： 梅雨の頃、 年に 1 度のみ出現し、 卵で越冬するシジミチョウ科の一群をいう。

３）ため池

湿原に隣接するため池として、 上皿池、 皿池が分布しています。

昨今、 釣り人が容易にアプローチできるようなため池には、 たいて

いブラックバスなどの外来魚が生息しています。 一旦、 外来魚が侵入

すると、 在来魚の多様性は低下してしまい、 外来魚を駆除し元に戻す

ことは非常に困難です。

最上流に位置する上皿池にはまだブラックバスなどの外来魚は侵入

していません。 外来魚が侵入していないだけでも価値がありますが、

それに加えて上皿池にはカワバタモロコ、 ドジョウ、 メダカなどの近

年では減少傾向にある貴重な魚類が生息しています。

※カワバタモロコ、 メダカ ： 第 2 テクノパークの造成にあたり、 造成区域に生息している個体を

移植したもの。

４）ため池堰堤の管理草地

ため池の堰堤には、 定期的に刈り取りが行われている管理草地が

分布しています。 一般的に管理草地では、 ススキやネザサなどの優

占する植物の背丈が低く刈り抑えられ、 また密生しないため、 その他

の植物が混生しやすく、 種多様性の高い種構成となります。

また、 皿池の堰堤の法尻には、 ため池の漏水により湿り気を帯びた

草地になっており、 イヌセンブリのような比較的珍しい植物もみること

ができます。

シライトソウ
イヌセンブリ

カワセミ
カワバタモロコ

ミドリシジミ
モリアオガエル



19

皿池湿原と同じく県下有数として知られる湿原に宝塚市の丸山湿原があります。

ここでは、 皿池湿原と丸山湿原の比較を以下のとおり行いました。

両湿原で確認されている湿原生植物の種数はほととんど同じですが、 皿池湿原、 丸山湿原の

それぞれでしかみつかっていない植物があります。 市域だけでなく、 兵庫県下の湿原生植物の多

様性を守るという視点に立つと、 片方の湿原を保全すればよいということではなく、 両方の湿原

を保全することが重要であることがわかります。

皿池湿原には近傍に多様な生態系がみられます。 湿生林やため池など、 湿原とセットで自然

観察ができる見所の多さは、 丸山湿原にはない魅力と考えることができます。

皿池湿原 丸山湿原
湿原の数 8 つの湿原群 5 つの湿原群
一番大きい湿原の面積 約 1,290㎡ 約 2,230㎡
生物多様性 湿原植生 イヌノハナヒゲ群集、ヌマガヤ群落、イヌツゲ群落

湿原生植物 ヤマドリゼンマイ、カ
ザグルマ、ホソバリン
ドウ、サワシロギク、
ヤマラッキョウ、コシ
ンジュガヤ（皿池湿原
でのみ確認：6 種）

ヒメシダ、コケオトギリ、イシモチソウ、モウ
センゴケ、ヒメアギスミレ、アリノトウグサ、
ヒメシロネ、ミミカキグサ、ホザキノミミカキ
グサ、ムラサキミミカキグサ、サワギキョウ、
マアザミ、サワヒヨドリ、スイラン、アギナシ、
ミズギボウシ、ノハナショウブ、アオコウガイ
ゼキショウ、シロイヌノヒゲ、カリマタガヤ、
チゴザサ、ヌマガヤ、オニスゲ、ヤチカワズス
ゲ、コアゼガヤツリ、シカクイ、ヤマイ、ミカ
ヅキグサ、イヌノハナヒゲ、イトイヌノハナヒ
ゲ、コイヌノハナヒゲ、コマツカサススキ、ホ
タルイ、アブラガヤ、ケシンジュガヤ、マネキ
シンジュガヤ、カキラン、サギソウ、コバノト
ンボソウ、トキソウ、オオミズゴケ（共通して
確認：41 種）

ウメバチソウ、ヒナノ
カンザシ、ヌマトラノ
オ、ヒメタヌキモ、ハ
リコウガイゼキショ
ウ、ミズトンボ（丸山
湿原でのみ確認：6 種）

湿原代表昆虫 ヒメタイコウチ、ハッチョウトンボ
生態系

（湿原隣接地）
アカマツやコナラ、ソヨゴを主体とする里山放
置林、サクラバハンノキの湿生林、カワバタモ
ロコが生息するため池、イヌセンブリが生育す
る管理草地

アカマツやコナラを主体とする里山放置林

なりたち 基盤に地質由来の不透水層（泥岩層）があり、
水が停滞することにより湿原ができたと考えら
れている。

はげ山から凝灰岩の風化したシルトが谷底に流
れ込み、不透水層を形成し、水が停滞すること
により湿原ができたと考えられている。

地域保護制度等 県 RDB（植生）：A、県 RDB（生態系）：A、
三田市 RDB：A、風致公園

県 RDB（植生）：A、県 RDB（生態系）：A、
宝塚市 RDB：A、宝塚市天然記念物

アクセシビリティ 駐車して徒歩 5 分程度。 駐車して徒歩 15 分程度。

Column: 丸山湿原との比較

丸山湿原▶皿池湿原▶
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図．市域の貴重な植物群落

図．市域の貴重な生態系

兵庫県版レッドデータブックにより指定される市域の貴重な植物群落は 24 箇所、 貴重な生態

系は 4 箇所です。 皿池湿原は、 貴重な植物群落であり、 貴重な生態系でもある貴重な湿原で、

どちらにおいても最も貴重性の高い A ランクで指定されています。

市域の貴重な植物群落では、 皿池湿原が唯一の A ランクであり、 市域の数少ない貴重な生態

系においても皿池湿原が A ランクでランクインするなど、 皿池湿原の自然環境としての高い貴重

性が示されています。

Column: 市域の貴重な植物群落・生態系（兵庫県版レッドデータブック）

皿池湿原

皿池湿原

A ： 規模的、 質的にすぐれており貴重性の程度が最

も高く、 全国的価値に相当するもの

B ： Ａランクに準ずるもので、 地方的価値、 都道府

県的価値に相当するもの

C ： Ｂランクに準ずるもので、 市町村的価値に相当

するもの

注： 人間生活との関わりを密接に示すもの、 地元の

人に愛されているものなど、 貴重なものに準ず

るものとして保全に配慮すべきもの

※ 「兵庫県版レッドデータブック 2010 （植物 ・ 植物群落）」 （兵庫県， 2010） に基づき作成

※ 「兵庫県版レッドデータブック 2011 （生態系）」 （兵庫県， 2011） に基づき作成

A ： 規模的、 質的にすぐれており貴重性の程度が最

も高く、 全国的価値に相当するもの

B ： Ａランクに準ずるもので、 地方的価値、 都道府

県的価値に相当するもの

C ： Ｂランクに準ずるもので、 市町村的価値に相当

するもの

植生タイプ 市域における指定箇所数
A B C 注

照葉樹林 3
里山林 1

湿原植生 1 2
草原植生 1
河辺植生 3
池沼植生 1 8

岩上植物群落 1 3

生態系タイプ 市域における指定箇所数
A B C

里山里地 1
湿原群 1
湿　原 1
河　川 1
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湿原・里山林の放置による
面積の縮小・多様性の低下

放  置

今

「柴刈り」 や 「落ち葉かき」 が

  なくなり、 林内には低木類や

　 ササが生い茂る

周辺樹木の生長と湿原内への侵入

湿原における日照条件の悪化（樹木による被陰）
湿原涵養水の低下

被陰 被陰被陰

樹木の生長

湿　原

里山放置林

湿原・里山林の利用による
面積の維持・多様性の保全

利  用

昔

低木は 「柴刈り」、

　落ち葉は 「落ち葉かき」

　  により燃料などに利用

集水域における樹木の

繁茂による蒸散量の増加

湿　原

里山林

湿原涵養水

ヌマガヤなどの高茎草本は

「草刈り」 により肥料などに利用

３．皿池湿原の課題

（１）植生遷移の積極的なコントロール

湿原という生態系には、 そこでしかみられない生きものがたくさんいます。 生物多様性を保全す

るうえで非常に重要な場所であるとともに、 可憐な草花や昆虫、 緑と水からなる美しい景観は、 文

化的な恵みを私たちにもたらし、 生活に安らぎや潤いを与えてくれます。

しかし、 このような湿原は、 かつて利用していた周辺の里山林が放

置され植生遷移が進行することにより、 湿原面積の縮小や湿原生植

物の消失が起こり、 生物多様性が低下するといった問題が生じてい

ます。 皿池湿原においても、 例外にもれず、 湿原内部への樹木の侵

入、 湿原周縁部での樹木による湿原の被陰といった状況がみられま

す。 また、 集水域の里山放置林の木々は大きくなり、 密度も高くなっ

て鬱蒼としています。 湿原の涵養水を十分に確保するという意味にお

いて、 これもまたあまりよい状況ではありません。

皿池湿原における生物多様性を保全し、 その恵みを将来に引き継

いでいくには、 かつての里山林の利用に学び、 湿原及び湿原周辺部

における樹木の皆伐、 里山放置林の間伐など、 進行した植生遷移を

積極的に退行させることが不可欠です。 湿原周縁部の樹木による被陰▶

湿原内部への樹木の侵入▶

植生遷移の進行
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なお、 皿池湿原を構成する 8 つの湿原のうち、 アプローチしやすい上皿池や皿池に隣接する湿原

の現状は把握されているものの、 それ以外の湿原については近年の情報がありません。 もともと面

積が小さく、 里山放置林の林内にあるこれらの湿原は、 植生遷移の影響を受けやすく消失しやすい

湿原です。 まず、 現状を把握する必要がありますが、 存続させるために管理を行わなければならな

い優先順位は高いと予想されます。

（２）継続的な順応的管理の実施と情報発信

湿原における生物多様性の保全は、 主として樹木の伐採を行うこ

とにより実施します。 伐採した樹木の多くは、 放置すると再び繁茂す

るため、 管理の効果が持続するよう継続的に伐採することが必要に

なります。

また、 このような管理は自然を対象としているため、 管理による自

然の応答が予期せぬ方向へと進む場合があります。 このため、 管理

は事後の経過をみながら必要に応じて修正する順応的な対応が必要

です。 また、 管理の内容によっては、 生物多様性の観点から効果的

であるかどうかを判断するための専門的なモニタリング調査もセット

で行うことが望まれます。

さらには、 その結果を他地域の湿原での対策にも活用できるよう、

結果については成否に関わらず情報公開に努め、 湿原の多様性保全に取り組む主体間で情報交換

を図ることも、 湿原を効果的に管理していくためには重要です。

（３）人間活動による影響の防止

湿原生植物には、 サギソウやトキソウなどの美しく可憐なものが多く、 観察する多くの人々を魅了

します。 しかし、 これらの他ではあまりみることのできない植物は、 鑑賞用や商業的利用を目的とし

た盗掘や乱獲の対象となりやすいという側面があります。 盗掘でなくても、 観察のために不用意に、

あるいは際限なく湿原に立ち入ることは、 湿原にとってあまりよくありません。

また、 現在、 外来植物や外来動物などの影響はみられませんが、 植生管理や観察を通じて外来

生物が非意図的に持ち込まれるおそれがあります。 外来種によっては、 競争により在来の湿原生植

物に影響を与えたり、 交雑によって在来種の純系を失わせたり、 湿原環境を変質させて湿原特有の

生態系を損なわせるなど、 生物多様性を低下させることが懸念されます。

盗掘や外来種の問題は、 すべて意図的 ・ 非意図的に関わらず人間によるものです。 これらの影響

を未然に防止するには、 人間が湿原に及ぼす影響やその影響を防止することの必要性を十分に普及

啓発しながら、 立ち入りを制限するサインや人止柵、 木道を設置するなど、 ソフトとハードを組み合

わせた対策を行う必要があります。 また、 木道等の動線を計画するにあったっては、 湿原に立ち入

ることなく観察欲が満たされるよう、 見所が経由できるよう配慮することも大切です。

管理とモニタリング調査▶
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（４）動物による影響の防止

湿原内にイノシシのぬた場がみられることがあります。 このような

動物による適度な湿原のかく乱は、 湿原植生の植生遷移を退行させ

る効果があるため、 あまり問題視はされません。 しかし、 生息密度

が高くなり、 湿原のもつ回復力を超えるかく乱が生じてしまう場合は

注意が必要です。

昨今、 生息密度が高くなったシカの採食や踏み荒らしにより生物

多様性が低下する問題が各地で生じています。 幸いにも皿池湿原では周辺のシカの生息密度はまだ

低く、 シカの被害はみられていません。 ただし、 引き続き経過を監視し、 影響が顕在化した場合は、

深刻な被害が生じる前に、 生物多様性を守るための防鹿柵を設置するなど、 速やかに対策を講じる

ことが重要です。

（５）利活用の促進

皿池湿原を管理していくなかで、 市民や企業などの多様な参画を求めることは、 地域の素晴らし

い自然環境を知ってもらい、 また愛してもらうことで、 盗掘や乱獲を地域の目で監視するという効果

が期待されます。 また、 管理作業は市民が交流を深め、 コミュニティーを形成するよい機会となり

ます。 これを実現するには、 まず市民や企業が湿原の保全に参画しやすいよう、 適切なインセンティ

ブを付与することが重要です。 一足飛びに管理への参画を求めるのではなく、 まずは湿原の生物多

様性や管理手法について学ぶ観察会 （座学） への参加、 他湿原で活動する自然保護団体との交流

などを通じて湿原への関心や理解を深めてもらうことが大切です。 実際の管理作業に際しては、 管

理資材の提供や休息場の整備などのハード整備も重要となります。

また、 管理だけを市民等と湿原の接点とするのではなく、 皿池湿原が有する環境学習 ・ 生涯学習

の場としての価値を高め、 市民に公開することで生物多様性の利活用を促進することも大切です。

皿池湿原を紹介するリーフレットの作成や解説看板の湿原への設置など、 ソフトとハードの両面から

整備を進めていく必要があります。

丸山湿原では生物多様性を守るために植生管理が積極的に行われています。 モニタリング調

査により、 湿原面積の拡大、 種多様性の向上といった管理の効果を明らかにしており、 その効

果が持続する期間は約 5 年であることを報告しています （福井， 2011）。 管理の効果が失われ

る原因は、 伐採した樹木の再生です。 少なくとも 5 年間は再度の伐採を行わなくてもよいことを

示唆するものですが、 5 年も経つと再生する樹木もかなり大きくなり、 伐採や伐採枝葉の処理な

ど、 その管理作業には相当な労力を要することになります。 効果の持続期間ではありますが、 伐

採樹木が大きく再生しないうちに、 毎年あるいは隔年といった短いスパンで管理を継続的に実施

する方が、 結果として、 管理に要する時間や労力を抑えることができ、 美しい湿原景観も維持

することができると考えられます。

Column: 継続的な管理を実施するスパン

イノシシのぬた場▶
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